
士幌町で行われているお祭りにも、私た
ちの商品を活用した交流を実施しました。

スイーツコンテストではお祭りの盛り上が
りにも貢献できたと思います。

管内中学校の宿泊研修プログラムを行
いました。アイスクリームづくり体験を通して、
士幌町の魅力をPRできたほかに、食育活動
としても貢献することができました。また、給
食事業では町内の小中学校に600食を提供

しています。
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【士幌町】

有機農業の普及を目標とした研究活動

士幌町

農林水産省は2021年「みどりの食料システム戦
略」を策定し、持続可能な農業の実現に向けて、
2050年迄に有機農業の取組面積を100万haまで拡
大することを目標としています。
私たちは、未だ普及が進んでいない有機農業の

普及を目的に活動を始めました。

学校の農場（1.8ha）を有機栽培モデル農場と
して、ばれいしょ・大豆・小豆・にんじん・さつ
まいも等を作付けしています。そこで得た収量等
のデータを既に有機農業を実践している農業者の
方々に提供し、意見交換を行うなど生の声を聞き
ながら有機農業の研究を行っています。
有機栽培の実践

を通じて、収量の
安定化や病害虫対
策の難しさを実感
するとともに、課
題の抽出を行って
います。

【はじまりは？】

【おもな活動】

生育調査状況

本校の圃場で馬鈴薯を栽培した結果をデータにま
とめ、地域の農業者の方へ報告した結果、「地域農
業の未来も明るいのではないか」とのコメントをい
ただきました。
また、令和4年には東京で開催された２０２２土

壌肥料学会へ参加し、博識高い教授や多くの方々に
助言とコメントをいただいたほか、とかちオーガ
ニック振興会でも発表を行い、十勝管内の農業者の
方々から、助言・提案をいた
だいています。
今後も有機農業経営のモデ

ルケースの作成を目標にモデ
ル農場での研究を進め、持続
可能な農業の実現に貢献した

いと考えています。

【ここが自慢】
【各種会議に参加し活動を報告しています】

モデル農場での研究から持続可能な農業の実現へ

とかちオーガニック
振興会での発表


